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平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年
九
月
、
政
府
は
平
成
二
十
七
年
の
世
界
遺
産
へ
の

登
録
を
目
指
し
、
九
州
・
山
口
地
区
を
中
心
と
す
る
日
本
近
代
化
遺
産
群
「
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産　

九
州
・
山
口
と
関
連
地
域
」
を
推
薦
す
る
と
正
式
に
発
表
し

た
。
当
物
件
は
、
北
九
州
市
の
八
幡
製
鉄
所
や
長
崎
市
の
長
崎
造
船
所
・
端
島
炭
鉱

（
軍
艦
島
）、
大
牟
田
市
及
び
荒
尾
市
の
三
池
炭
鉱
な
ど
二
十
八
の
資
産
で
構
成
さ
れ

る
も
の
で
、
平
成
二
十
一
年
に
世
界
遺
産
の
国
内
暫
定
リ
ス
ト
入
り
を
果
た
し
て
い

た
。
世
界
遺
産
に
は
自
然
遺
産
と
文
化
遺
産
が
あ
り
、
国
内
で
与
え
ら
れ
る
推
薦
枠

は
年
に
一
件
ず
つ
で
あ
る
。
当
物
件
は
そ
の
文
化
遺
産
の
一
枠
を
見
事
勝
ち
取
っ
た

こ
と
に
な
る
。

　

今
回
取
り
上
げ
る
書
は
、
日
本
近
代
化
遺
産
群
に
先
駆
け
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
石
見
銀
山
関
連
史
跡
及
び
周
辺
地
域
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る
。

　

石
見
銀
山
は
現
島
根
県
大お
お

田だ

市
に
位
置
す
る
旧
銀
鉱
山
で
あ
る
。
大
永
六
（
一
五

二
六
）
年
、
博
多
の
豪
商
神か
み

屋や

寿じ
ゅ

禎て
い

は
、
石
見
国
守
護
大
内
氏
の
庇
護
の
も
と
銀
山

開
発
に
着
手
し
た
と
い
う
。
寿
禎
は
灰
吹
法
と
い
う
優
れ
た
製
錬
・
精
錬
技
術
を
導

入
し
、
銀
の
採
掘
量
及
び
生
産
量
の
増
大
を
持
た
ら
し
た
。
同
じ
頃
、
中
国
の
基
軸

通
貨
が
銅
銭
か
ら
銀
へ
と
移
行
し
た
た
め
、
海
外
に
お
け
る
銀
の
需
要
は
急
速
に
高

ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
石
見
銀
を
含
む
日
本
産
の
銀
は
海
外
交
易
の
輸
出
品
と
し
て

重
要
な
位
置
付
け
と
な
り
、
大
量
の
日
本
銀
が
海
外
へ
流
出
し
た
。
そ
の
量
は
世
界

の
産
銀
の
三
分
の
一
か
ら
二
分
の
一
を
占
め
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
過

の
中
で
、
石
見
銀
山
を
と
り
ま
く
環
境
は
次
第
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

平
成
十
九
年
、
石
見
銀
山
と
そ
の
関
連
史
跡
は
「
石
見
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化

的
景
観
」
と
し
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
そ
の
登
録
名
が
表
す
よ
う
に
、
採
掘

か
ら
精
錬
ま
で
行
わ
れ
た
鉱
山
跡
や
そ
の
周
辺
の
町
だ
け
で
は
な
く
、
防
御
施
設
で

あ
っ
た
石
見
城
な
ど
の
城
跡
や
積
み
出
し
に
使
用
さ
れ
た
港
湾
、
銀
の
搬
出
や
銀
の

産
出
に
伴
う
諸
物
資
の
搬
入
に
使
わ
れ
た
銀
山
街
道
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
世
界
遺
産
へ
の
登
録
を
行
う
上
で
、
銀
の
生
産
か
ら
搬
出
に
至
る
鉱
山
運
営
の

全
体
像
を
示
す
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
製
錬
・
精
錬
に
は

膨
大
な
木
材
燃
料
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
た
め
、
石
見
銀
山
の
周
辺
の
森
林
は
そ
の
生

（
　
）
１

井
　
　
手
　
　
麻
衣
子

【
書
評
】
井
上
厚
史
監
修
・
島
根
県
立
大
学
総
合
政
策
学
部
井
上
厚
史
研
究
室
ゼ
ミ
学
生
制
作

　
　
　
　『
大
学
生
が
つ
く
る
銀
山
街
道
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

（
山
陰
中
央
新
報
社
、
二
〇
一
一
年
）　
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産
資
源
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
ま
で
豊
か
な
山
林
を
保
存
す

る
に
至
っ
て
お
り
、
鉱
山
の
み
な
ら
ず
周
囲
の
史
跡
と
自
然
環
境
を
一
体
と
し
て
捉

え
保
存
し
て
い
く
こ
と
が
、
そ
の
歴
史
を
伝
え
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
る
と
い
う
認

識
に
基
づ
い
た
登
録
で
あ
っ
た
。

　

平
成
十
三
年
の
暫
定
リ
ス
ト
へ
の
記
載
を
契
機
に
、
石
見
銀
山
へ
の
世
間
の
注
目

は
高
ま
っ
て
い
た
が
、
平
成
十
九
年
の
世
界
遺
産
へ
の
登
録
以
降
益
々
勢
い
を
増
し

た
。
そ
の
反
響
は
石
見
銀
山
関
連
書
籍
の
刊
行
に
お
い
て
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
書

籍
の
種
類
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
旅
行
誌
）、
一
般
雑
誌
の
特
集
号
、
歴
史
小
説
、

自
然
史
・
歴
史
系
の
研
究
書
、
関
係
自
治
体
に
よ
る
調
査
報
告
書
・
史
料
集
な
ど
多

種
多
様
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
占
め
る
割
合
は
大
き
く
、
観
光
客

数
の
急
増
を
見
越
し
た
出
版
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
よ
う
な
動

向
は
、
国
内
の
他
の
世
界
遺
産
の
事
例
に
お
い
て
も
同
様
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
平

成
二
十
五
年
に
登
録
さ
れ
た
富
士
山
へ
の
登
山
ブ
ー
ム
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
書
が
銀
山
街
道
に
着
目
し
た
目
的
は
、
世
界
遺
産
登
録
を
機

に
増
加
す
る
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
利
潤
の
獲
得
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
本

書
の
内
容
が
世
界
遺
産
の
紹
介
に
留
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

本
書
を
制
作
し
た
ゼ
ミ
で
は
過
疎
高
齢
化
な
ど
の
地
域
問
題
の
解
決
を
そ
の
主
要
課

題
と
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
た
学
習
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
学
生
が
実
際

に
地
域
社
会
へ
分
け
入
る
こ
と
に
よ
り
、
現
代
社
会
で
発
生
す
る
諸
課
題
の
解
決
策

を
立
案
す
る
能
力
を
高
め
、
実
践
的
な
応
用
力
を
養
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
活
動
を
ま
と
め
た
も
の
が
本
書
で
あ
り
、
従
っ
て
本
書
の
目
的
は
地
域

の
活
性
化
に
あ
る
。

　

ま
ず
、
内
容
に
入
る
前
に
銀
山
街
道
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
銀
山
街
道
は
時

期
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
経
路
が
異
な
る
た
め
、
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
説
明

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
十
六
世
紀
前
半
に
使
用
さ
れ
た
鞆と
も

ヶが

浦う
ら

道
、
②
十
六
世
紀

後
半
に
使
用
さ
れ
た
温ゆ

泉の

津つ

沖お
き

泊ど
ま
り

道
、
③
十
七
世
紀
以
降
に
使
用
さ
れ
た
大
森
―
尾

道
間
と
大
森
―
笠
岡
間
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
世
界
遺
産
で
登
録
さ
れ
た
銀
山
街
道

は
①
と
②
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
銀
鉱
山
と
日
本
海
側
の
港
と
の
間
を
結
び
、
銀
鉱

石
及
び
銀
を
は
じ
め
と
す
る
諸
物
資
の
輸
送
に
利
用
さ
れ
た
。
神
屋
寿
禎
に
よ
る
銀

山
開
発
の
開
始
以
来
、
大
内
氏
は
鞆
ヶ
浦
を
銀
の
積
み
出
し
港
と
し
①
の
鞆
ヶ
浦

道
を
利
用
し
た
。
大
内
氏
は
邇に

摩ま

郡
（
島
根
県
大
田
市
の
一
部
）
を
分
郡
支
配
し
、

鞆
ヶ
浦
付
近
を
直
轄
領
と
し
て
い
た
。
周
辺
地
域
は
石
見
の
小
領
主
で
あ
る
温
泉
氏

領
や
小
笠
原
氏
領
で
あ
っ
た
た
め
、
直
轄
領
で
安
全
な
鞆
ヶ
浦
と
鞆
ヶ
浦
道
を
選
ん

だ
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
内
氏
の
銀
山
支
配
は
長
く
は
続
か
ず
、
尼

子
氏
や
小
笠
原
氏
と
の
争
奪
を
繰
り
返
し
た
末
、
永
禄
五
（
一
五
六
二
）
年
、
安
芸

の
毛
利
氏
に
よ
っ
て
領
有
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
毛
利
氏
は
銀
山
支
配
に
あ
た
り

温
泉
津
港
に
目
を
付
け
、
温
泉
津
を
直
轄
化
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
銀
の
産

出
量
の
増
大
に
よ
り
鞆
ヶ
浦
で
は
手
狭
と
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。そ
の
た
め
、 

鞆
ヶ
浦
港
よ
り
規
模
の
大
き
い
温
泉
津
沖
泊
港
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
②
の

温
泉
津
沖
泊
道
が
整
備
さ
れ
た
。

　

毛
利
氏
は
石
見
銀
山
を
御
料
所
と
し
て
朝
廷
へ
献
上
し
、
豊
臣
秀
吉
と
共
同
で
経

営
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
後
、
江
戸
幕
府
は
国
内
の
鉱
山
を
直
轄
領
と
し
、
そ
こ
か
ら

採
れ
る
金
銀
を
も
と
に
統
一
貨
幣
を
鋳
造
し
た
。
石
見
銀
は
、
大
坂
の
御
銀
蔵
ま
で

送
ら
れ
一
旦
収
納
さ
れ
た
の
ち
、
京
都
の
銀
座
で
丁
銀
に
鋳
造
さ
れ
た
。
石
見
銀
山

か
ら
大
坂
ま
で
の
経
路
は
、大
森
（
大
田
市
大
森
町
）
か
ら
尾
道
（
広
島
県
尾
道
市
）

ま
で
陸
路
を
通
り
、
尾
道
か
ら
は
瀬
戸
内
海
の
航
路
を
と
っ
た
。
こ
の
陸
路
が
③
の

一
つ
で
あ
る
。
大
森
―
九こ
こ
の

日か

市い
ち

（
島
根
県
邑
智
郡
美
郷
町
）
―
三み

次よ
し

（
広
島
県
三
次

市
）
―
吉き

舎さ

（
同
市
吉
舎
町
）
―
甲こ
う

山ざ
ん

（
世
羅
郡
世
羅
町
甲
山
）
―
尾
道
と
い
う
行 （

　
）
２

（
　
）
３

（
　
）
４

（
　
）
５
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程
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
吉
舎
を
過
ぎ
て
別
ル
ー
ト
を
と
る
、
大
森
―
（
省
略
）
―

吉
舎
―
上じ
ょ
う

下げ

（
広
島
県
府
中
市
上
下
町
）
―
高た
か

屋や

（
岡
山
県
井
原
市
高
屋
町
）
―
笠

岡
（
笠
岡
市
笠
岡
）
で
あ
る
。
こ
の
経
路
は
年
貢
銀
の
輸
送
に
利
用
さ
れ
た
と
い
う
。

な
お
、
毛
利
氏
時
代
に
利
用
さ
れ
た
大
森
か
ら
温
泉
津
ま
で
の
道
も
、
山
陰
道
に
代

わ
る
幹
線
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
続
け
た
。
本
書
で
と
り
あ
げ
る
銀
山
街
道
は
こ
の

江
戸
期
に
利
用
さ
れ
た
三
つ
の
経
路
で
あ
る
。
従
っ
て
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

銀
山
街
道
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

で
は
、
内
容
を
見
て
い
く
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

は
じ
め
に

　
　

第
一
部　

基
礎
か
ら
知
る
銀
山
街
道

銀
山
街
道
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
？
、
銀
山
街
道
マ
ッ
プ
、
道
標
っ
て
何
？
、

銀
山
街
道
沿
線
の
道
標
、
井
上
厚
史
ゼ
ミ
の
紹
介
、
市
民
団
体
の
ご
紹
介

　
　

第
二
部　

銀
山
街
道
の
歴
史
と
最
新
情
報

島
根
県
（
温
泉
津
町
・
仁
摩
町
・
大
森
町
・
美
郷
町
・
飯
南
町
）、広
島
県
（
三

次
市
・
世
羅
町
・
尾
道
市
・
府
中
市
）、
岡
山
県
（
井
原
市
・
笠
岡
市
）

　
　

第
三
部　

未
解
決
の
謎
、
参
考
文
献
一
覧
、
協
力
者
・
制
作
に
携
わ
っ
た
学
生

一
覧

　

第
三
部
は
あ
と
が
き
と
本
書
の
編
集
に
関
わ
る
基
本
情
報
な
の
で
、
実
質
的
に
は

二
部
構
成
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
第
一
部
と
第
二
部
に
つ
い
て
簡
単
な
紹
介
を
行
う
。

　

第
一
部
で
は
銀
山
街
道
の
基
礎
的
な
情
報
を
ま
と
め
、
調
査
者
と
調
査
協
力
者
の

紹
介
を
し
て
い
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
道
標
の
情
報
を
基
軸

に
説
明
を
始
め
て
い
る
点
は
、
本
書
の
調
査
方
針
を
示
し
て
お
り
導
入
と
し
て
分
か

り
や
す
い
。
調
査
者
の
紹
介
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
ゼ
ミ
の
活
動
を
ま
と
め
て
い
る
。

当
ゼ
ミ
は
、
島
根
県
石
見
地
方
を
中
心
と
す
る
中ち
ゅ
う

山さ
ん

間か
ん

地
域
（
都
市
や
平
地
以
外
の （

　
）
６

中
間
農
業
地
域
と
山
間
農
業
地
域
）
の
活
性
化
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、
平
成

十
六
年
度
か
ら
活
動
を
始
め
、
平
成
十
九
年
度
よ
り
銀
山
街
道
の
調
査
と
周
辺
地
域

の
活
性
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
関
係
す

る
市
民
団
体
の
集
会
の
場
を
設
け
、
活
動
成
果
の
発
表
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
大
学
と
市
民
団
体
間
だ
け
で
は
な
く
団
体
間
の
交
流
を
行

う
こ
と
に
成
功
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
百
貨
店
と
協
力
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運

営
し
、
銀
山
街
道
地
域
の
特
産
品
な
ど
を
一
般
市
民
に
向
け
て
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら

の
活
動
内
容
は
、
当
ゼ
ミ
で
創
設
し
た
「
銀
山
街
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
、
広
く
情
報
発
信
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
民
団
体
や
公
共
の
施
設
・
組
織
の
紹
介
で
は
、
島
根
県
大
森
町
・
同
美

郷
町
・
同
飯
南
町
・
広
島
県
三
次
市
・
同
安
芸
高
田
市
・
同
世
羅
町
・
同
尾
道
市
・

同
府
中
市
・
岡
山
県
井
原
市
に
拠
点
を
持
つ
十
二
の
団
体
・
組
織
の
活
動
内
容
と
連

絡
先
を
掲
載
し
て
い
る
。
地
域
活
性
化
の
上
で
継
続
的
な
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い

る
の
は
こ
れ
ら
の
市
民
団
体
で
あ
り
、
そ
の
紹
介
は
本
書
の
目
的
の
一
つ
で
も
あ
る

だ
ろ
う
。

　

次
に
、
本
編
と
い
う
べ
き
第
二
部
で
は
、
銀
山
街
道
の
主
要
な
地
域
を
い
く
つ
か

と
り
あ
げ
、そ
の
地
域
の
歴
史
や
伝
承
、史
跡
、観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
の
紹
介
を
行
っ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
島
根

県
美
郷
町
の
紹
介
で
は
、銀
山
街
道
の
一
部
で
あ
る
「
や
な
し
お
道
」
を
と
り
あ
げ
、

歴
史
資
料
を
引
用
し
な
が
ら
概
要
を
述
べ
た
あ
と
、
寺
社
や
史
跡
な
ど
に
つ
い
て
写

真
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
周
辺
自
治
体
と
市
民
団
体
か
ら
な
る
実
行

委
員
会
に
よ
っ
て
催
さ
れ
た
「
銀
の
道
ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」
と
い
う
観
光
Ｐ
Ｒ
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
記
録
を
載
せ
て
い
る
。
観
光
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の
体
験
記
を
掲
載
す

る
意
義
は
、
銀
山
街
道
の
紹
介
と
い
う
よ
り
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
に
あ
る
。
銀
山
街
道

（
　
）
７
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沿
い
の
地
域
の
紹
介
で
あ
る
た
め
銀
山
に
関
係
し
た
歴
史
的
事
項
が
中
心
で
は
あ
る

が
、
町
の
商
店
や
Ｂ
級
グ
ル
メ
を
紹
介
す
る
記
事
も
あ
り
、
各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
も
伝
え
て
い
る
。

　

本
書
が
企
画
さ
れ
た
平
成
十
九
年
、
石
見
銀
山
と
周
辺
地
域
が
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
宣
伝
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
世
間
の
注
目
を
集

め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
な
か
っ
た
周
辺
地
域
に
は
ど
れ
ほ

ど
の
光
が
当
て
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
歴
史
的
な
価
値
を
有
し

て
い
て
も
、
世
界
遺
産
の
登
録
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
地
域
は
生
じ
る
。
本
書
で
と
り

あ
げ
た
銀
山
街
道
は
、
ま
さ
に
そ
の
地
域
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
お
け
る
観

光
客
の
獲
得
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
自
治
体
と
市
民
団
体
の
取
り
組
み
を
支
援
し

た
当
ゼ
ミ
の
活
動
は
評
価
に
値
す
る
。

　

世
界
遺
産
へ
登
録
さ
れ
る
こ
と
の
本
質
は
、
史
跡
と
そ
の
歴
史
を
未
来
へ
残
す
た

め
の
強
力
な
保
証
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
他
で
も
な
く
、
現
代
ま
で
保
存
し

て
き
た
地
域
住
民
の
不
断
の
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
そ
れ
な
し
に
登
録
に
至
る
こ

と
は
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
世
界
遺
産
へ
の
登
録
は
無
条
件
に
継
続
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
オ
マ
ー
ン
の
ア
ラ
ビ
ア
オ
リ
ッ
ク
ス
保
護
区
は
、
平
成
六

（
一
九
九
四
）
年
に
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
密
猟
と
環
境
悪
化

に
よ
り
生
息
数
が
激
減
し
た
た
め
登
録
か
ら
抹
消
さ
れ
た
。
登
録
後
に
お
い
て
も
資

産
保
護
活
動
は
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
地
域

を
国
や
自
治
体
、
大
学
、
企
業
な
ど
が
支
援
し
、
協
力
し
て
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
。

　

現
在
、
国
内
の
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
の
記
載
物
件
は
十
三
件
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
物
件
の
周
辺
地
域
は
、
世
界
遺
産
へ
の
登
録
に
向
け
て
、
ま
た
、
登
録
後
に
お
い

て
も
継
続
的
な
活
動
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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